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1.マ ル サ ス の 略 歴

マ ル サ ス(ThomasRobertMalthus,1766-1

834)は 、 イ ギ リス の イ ソ グ ラ ソ ドの サ リイ 州

(Surrey)に 、1766年 に ダ ニ エ ル ・マ ル サ ス の 次

男 と して誕 生 した 。 マ ル サ ス は 、 家 庭 で 父 の 教

育 を 受 け た 後 で 、18才 の 時 、 ケ ソ ブ リ ッ ジ大 学

の ジー ザ ス ・カ レ ッジに 入学 した 。4年 後 に は 、

彼 は 、数 学 優 等 生 試 験 に合 格 し、 卒 業 した 。 彼

は 、 この 当 時 で は オ ック ス ブ リ ッジ大 学 の 卒 業

生 な ら当 然 に進 ん だ 進 路 の 一 つ で あ っ た 聖 職 に

就 き、 サ リ州 の ア ル バ リ(Albury)の 副 牧 師 と

な り教 区 に赴 いた 。 そ の後 も、 彼 は 、 ケ ソブ リッ

ジ に赴 い た り しな が ら 、研 究 を 続 け た 。

18世 紀 末 の フ ラ ソ ス 革 命 、19世 紀 初 め の ナ ポ

レオ ソ の ヨー ロ ッパ遠 征 な ど と世 の 中 は 、 一 種

の 危 機 の状 態 に あ った 。 社 会 主 義 的 思 想 も顕 著

に な って い た 。 折 し も、1797年 に 、 グ ッ ドウ ィ

ソ(WilliamGodwin)の 『研 究 者 』 が 公 刊 され

る と 、 そ の 社 会 主 義 的 主 張 に反 論 す る た め に 、

マ ル サ ス は 、 『人 口論 』 を匿 名 で 公 刊 した 。 こ

の 著 作 は 、 大 き な反 響 を 呼 び 、 様 々 な 意 見 が 寄

せ られ た 。 マ ル サ ス に と って は 意 外 な 大 反 響 に

こ の 著 作 整 序 拡 充 す べ く第 二 版(1803年)で 大

改訂 を した 後 、 第6版(1826年)ま で 重 ね た 。

この 『人 口論 』に よ って 、 マ ル サ スは 、 この 当

時 世 に 知 られ る こ とに な った。 現 在 に お い て マ

ル サ スを 振 り返 る と き も 、 この 人 口論 を抜 きに

して は マ ル サ ス は 語 れ な い。 マ ル サ ス は 、1804

年 に 設 立 され た ば か りの 東 イ ソ ド大 学 の近 代 史

と経 済 学 の教 授 に 任 命 され 、 以 後 生 涯 この地 位

に と ど ま っ た 。

2.『 経済学原理』の出版

『人 口論』で有名になった、マルサスは、人 口や

社会問題で多 くの人たちと活発な論争をな し、

その成果を『人口論』の改訂、増補として、公表 し
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た。それとともに、次々と経済学の著者 も公表 し

た。1800年には、r食料高価論』①、1807年には、

『救貧法改革案に関するサムエル ・ホイ ットブ

レッド宛の手紙』②、1814年 には、r穀物関税法

の効果の諸考察』③、1815年には、r外国穀物輸

入制限政策にかんす る見解の諸根拠』④ と、r地

代の性質と増進の研究』⑤を発表 した。そ して、

これら経済学著作の延長上ないし総括として、1

820年 に『経済学原理』を発表 した。さらに1823年

には、r価値尺度論』⑥、1827年には、r経済学 に

おける諸定義』⑦を発表 した。

以上がマルサスの経済学上の主要著作である。

これらの著作は、かれが 『人 口論』で展開 した

社会思想を基底に して発展させたマルサスの経

済学の建設であった。 しか し、マルサスが自分

の経済学を整理 し、理論的洞察を深めて、経済

学説を建設することへの実際的契機になったの

は、 リカー ド(DavidRicardo,1772-1823)及 び

そのr経 済学及び課税の原理』⑧であったとい

われている。

マルサスは、1811年 に自ら進んで リカー ドと

の交遊を求め、印刷物や手紙の形での討論より

も会話による討論を選好 したといわれている。

かれ ら二人の経済の基本問題の見解は、最初か

ら食い違 っていた。1815年 頃にイギ リスで展開

した穀物法論争では、保護貿易の立場に立つマ

ルサスと、自由貿易の立場に立つ リカー ドとの

論争は激 しか った。か くて、二人の見解の対立

は、経済学のあらゆる分野に拡大 した。 リカー

ドは、かれの主著 『経済学及び課税の原理』を

1817年 に公刊 した。マルサスは、少し躊躇 した。

というのは、かれの今一つの大著である 『人口

論』の付録としてか独立 した著作として経済学

上の主著を書 くべ きかで迷ったのである。既に

大きな名声 と評判を勝ち得ていた著作の大改訂

とすべきか、あるいは、 リカー ド学説への反論

として書 くべきかである。マルサスは、後者を

選択 した。か くて、マルサスの経済学上の著作

である『経済学原理』は、『人口論』の付属物では

な く、独立 した経済学上の主著 となった。初版

は、七つの章 と、600ペ ージにおよぶ長 さで構

成 されている。

3.『経済学原理』第二版

『経済学原理』初版を刊行 した後、マルサスは、

『人口論』の改訂を した り、その他の著作を発表

した。その間にも、マルサスは『経済学原理』の

改訂にも手をつけた。 しか し、改訂作業は、マ

ルサスの死亡によって、中途で途絶 した。改訂

作業 は、マルサ スの友人であ った、オ ッター

(BishopOtter)に よって仕上げられた。オッター

は、初版にマルサス自身が書 き残 したマルサス

略伝を冒頭におき、マルサスが初版本に書き入

れていた改訂文を入れ換えて、1836年 に第二版

を刊行 した。マルサスは、初版の改訂作業を全

部完了す ることなく死亡 した。それゆえ、もし

マルサスがいま少 し長生きしていた ら、現在の

第二版 とは違ったものが存在 したであろ うこと

は容易に想像できるであろう。

4.マ ル サ ス の 『経 済 学 原 理 』 の 意 味

既 に 述 べ た よ うに 、 マ ル サ ス は『経 済 学 原 理 』

を 、 リカ ー ドの 経 済 学 説 に 反 対 す るた め に 公 刊

した 。 リカー ドに反 対 す る こと 、 この こ とに よ っ

て 、 マ ル サ ス は 、 経 済 学 史 上 で は 、 異 端 と され

た 。 とい うの は 、 リカ ー ドこそ は 、 古 典 派 の 正

統 派 の 重 鎮 で あ った か らで あ る。 リカ ー ドは 、
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と言 うよ りは、古典派は、利潤率が均等化する

と説いた。マルサスは、これにたい して、利潤

率は相違 していると説いた。この原因の一つと

してマルサスは、商品の価値が生産費だけでな

く需要一マルサスの言葉では、購買力と購買意

志一にも支配 されると説いた。すなわち、今 日

的にいえば、マルサスは、価格が需要 と供給の

相互に支配され ると説いたのである。 この点に

限れば、マルサスの方が今日的なのである。そ

して、この点の中に、今 日ではマクロ経済学の

創設者 として知 られているケイソズが古典派の

時代には異端と見なされたマルサスを、肯定的

に評価 した秘密が存 していたのである。

すなわち、マクロ経済学と古典派のそれとの

決定的相違の一つは、貯蓄と投資との関係に概

念にある。今 日では、貯蓄は自動的に投資 され

る保証はまった く無い。古典派は自動的に投資

されると見な したのである。ただ し、マルサス

だげは例外であ った。一見不生産的に見え、古

典派では否定されていた、支出でも是認 したの

である。 ここに、現在の貯蓄と投資との関係の

認識の萌芽が存 していたのである。

andUseoftheirTerms,withRemarksonthe

DeviationfromtheseRulesintheirWritings.
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②.ALettertoSamuelWhitbread,Esq.M.P.
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③ObservationsontheEffectoftheCornLaws.
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⑦ ・DefinitionsinPoliticalEconomy,precede

byanInquiryintotheRuleswhichoughtto

guidePoliticalEconomistsintheDefinition

o ρ

一15一


